
財団法人北海道科学技術総合振興センター（略称：ノーステック財団）は、北海道の科学技術および産業技術の振興

に関する事業を総合的・横断的に推進し、それらの基盤強化を図るとともに、基礎研究から事業化・実用化まで一貫し

た支援活動や国際的な科学・産業技術の交流などを進めることにより、北海道産業の振興および活力ある地域経済の実

現と道民生活の向上に資するため、先導的役割を果たすことを期しております。

本報告書は、平成 19年度「研究開発助成事業」（下表のとおり）の研究成果の報告を取りまとめたものです。

発行にあたって、ご多忙のところ本研究開発支援事業の審査に当たって頂きました審査委員等の諸先生方、並びに、

貴重なご助言、ご指導を頂いた関係者の皆様に厚くお礼申し上げますとともに、研究者の皆様の一層のご発展をお祈り

申し上げます。

また、当財団といたしましても、本研究の成果がさらに発展し、本道の科学技術振興、新産業創出につながるよう努

めて参る所存でありますので、皆様の一層のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

事 業 名 名 称 採択件数 補 助 金 額

基 盤 的 研 究 開 発 育 成 事 業

若 手 研 究 補 助 金 30件 11,778千円

共 同 研 究 補 助 金 19件 17,214千円

研究開発シーズ育成補助金 18件 35,396千円

産業創造技術研究開発支援事業 産業創造技術研究開発補助金 4件 44,185千円

71件 109,233千円
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※１ 大学関係機関の場合は、ポスドク、助教（講師）、助手のみを対象とする。
※２ 産学官（または産学・産官）の共同研究グループ。
※３ 補助対象額の制限：

①機器購入費＝若手研究補助金（２０万円以内）、共同研究補助金（５０万円以内）、研究開発シーズ育成補助金（１００万円以内）とします。
また、汎用物品（パソコン、プリンタなど）は補助対象外とします。
②旅 費＝若手研究補助金（１０万円以内）、共同研究補助金（３０万円以内）、研究開発シーズ育成補助金（５０万円以内）とします。

※４ 直接雇用者へ支払われる賃金のみ対象とします。
※５ 国等（都市エリア産学官連携促進事業等）の研究開発施策で本道において実施したものから、優れた技術シーズを活用した研究開発を対象とします。

（対象となる研究開発施策は、提案時において進行中の研究開発を含みますが、過去３年（平成１５年度）より前に終了しているものは除きます）。
※ 研究開発シーズ育成補助金および産業創造技術研究開発支援事業においては、審査の過程において一部の応募者を対象として面談審査を実施いたします。

事 業 名 基 盤 的 研 究 開 発 育 成 事 業 産業創造技術研究開発支援事業

名 称 若手研究補助金 共同研究補助金 研究開発シーズ育成補助金 産業創造技術研究開発補助金

目 的
次代を担う４０歳未満の若手研究者が行う独創的な研
究を推進する。

研究基盤の強化を図るため基礎的・先導的研究を
推進する。

将来、産業化につながる可能性が高いと認められ
る研究開発シーズを育成する。

道内の大学や国公設試験研究機関等で生み出され
た研究成果を本道で開花（モデル化）させること
を目指す。

対象分野

自然科学：物理学、化学・化学工学、機械工学、電気電子工学、土木・建築工学、材料工学、情報・シ
ステム工学、地球科学、環境科学、農学、林学、水産学、生物学、畜産・獣医学、医
学、歯学、薬学、その他に関する研究

社会科学：生活、社会、環境、経済に関する研究

産業技術に関する研究開発
新素材、バイオテクノロジー、生体工学、
エレクトロニクス、情報・通信（IT）、ソフ
トウェア、メカトロニクス、生産加工技術、エ
ネルギー開発・利用、環境工学

一 般 枠
国等の大型 ※5

プロジェクト連携枠

北海道科学技術振興指針の重点的研究開発領域に
該当するもの
（１）優れた自然環境を保全する研究開発
（２）一次産業を支える研究開発
（３）道民の健康と安全を支える研究開発
（４）環境への負荷を軽減する研究開発
（５）次代の社会生活基盤を支える研究開発

採択予定
件 数

３５件程度 １５件程度 １５件程度 若干数

補助金額
（限度額）

４０万円 １００万円 ２００万円 ５，０００万円

補 助 率 補助対象経費の１０／１０以内 補助対象経費の１／２以内

期 間 補 助 金 交 付 決 定 日 ～ 平 成 ２０ 年 ３ 月 ３１ 日

対 象 者
道内の試験研究機関等（大学、民間等）に所属す
る４０歳未満の若手研究者（個人）※１

道内の試験研究機関等（大学、民間企業等）に所
属する共同研究グループ

道内の試験研究機関等（大学、民間企業等）に所
属する共同研究グループ ※２

中小企業基本法に定める中小企業者または、民法
に定める公益法人

対象経費

直接研究に必要な経費
図書購入費、原材料・消耗品購入費、印刷製本
費、通信・運搬費、機器リース料、機器購入費（制
限あり）※３、旅費（制限あり）※３、その他特に必
要と認められる経費

左記の他
研究補助員賃金 ※４

左記の他
研究補助員賃金 ※４、技術指導謝金、外注費（調
査・分析・加工）

直接研究に必要な経費
外注加工費、検査及び分析等外注費、施設及
び設備等賃借料、機器購入費、調査費、原材料
購入費、研究補助員賃金、旅費、印刷製本費、
消耗品費、その他特に必要と認められる経費

応 募 ・
問合せ先

〒００１―００２１ 札幌市北区北２１条西１２丁目 北海道大学構内 コラボほっかいどう
ノーステック財団（財団法人 北海道科学技術総合振興センター） 研究開発部
TEL：０１１―７０８―６３９２ FAX：０１１―７４７―１９１１
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